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土 壌 中 の 沃 素 含 量 に 就 て

平井敬 藏

高 木 武 一 郎

(昭和十一年十二月三日受理)

普通土壌常成分 として 吾人が定量するもの 以外の微量に存在する成分が意外に植生に対し

て大きな影響を與へることは從來の研究によつて知ることが出來る。 沃素 もその一つの成分

である。 吾人が食物として取る植物体 内の沃素含量はその生育する土壌内の沃素含量と關係

がある様である。從つて人間の栄養 上に土壌沃素の含量は無關係であ りえない。あの

の多く見 られ る勉方に於てはその土壌の沃素含 量が低いか 叉は缺乏 してゐるとさへ 稻せ られ

てゐる様である。そんな關係 もある爲か近年各國に於て共調査研究を見る檬であつて,本 邦で

も襲に板野,辻両 氏の報告がある。著者等 も聯か試みた結果 をこNに 報告することにするQ多

くの報告が主として耕土につい てなされてゐるが 著者等は本邦中部 並に西部 に於て採集 した

末耕土に就て行つた ものである。

Goitre

實 験 結 果

新たに採集 した土壌の多量の ものを風乾 しそれをよく混濡 して 四分法によつて最後に2駈

位となし,更 にこれ を混清 し途 にその うちよ り200瓦 をとり粉砕 して総てを の飾

を通過 させてこれから分析材料をとつた。 可及的に最 も材料 を代表的たらしめんが爲に努力

した。この微細な土壌20瓦 宛を一回に使用 し各土壌に就て少 くとも三回これを行つた。 分

析方法は大体 氏等Pの 提唱 した電氣炉 による・ を使

用し比色法によつて沃素を測定 した。

共結果を供試土壌に劃する で示 し併せて 土壌採集 地,地 質 母岩,土 性 慨 腐植

含量等を記載 して見ると次の如 くである。
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第 一 表

土壌番號 土 壌採集 地 地質,母 岩 土 性pH慣 腐植% 沃 素 含 量
(P・P・m)

B・2静岡 縣 盤 田郡 向 笠 村 洪 積 細 埴 土4・43・97818・97

3同 濱 名 郡 三 方 ケ原 村 同 同4・35・19234・65

5岐 阜 縣 稻 葉 郡 各 務 村 同 同4・613・82729・34

7福岡 縣 三 井 郡 太 刀洗 村 同 同.4・812・S3416・79

12大 分縣 字 佐郡 四 日市 町 同 同5・12・83649・29

C・1鹿児島 縣 肝 属 郡 鹿屋 町 火 山 灰 細 壌 土5・r4・6go3z87

2同 同 埴 土492・4466&74

4同 指 宿 郡 穎姫 村 同 細 壌 土5・19・n437・54

6同 同 砂 壌 土5.oJ055811・98

8同 同 竣 土5・4'・434・4・ ・1

9同 川 邊 郡 知 寛 町 同 細 壌 土4・02・67027・11

10同 同 細 埴 壌 土5・16・57858・T2

11同 同 壌 土5・3(〉 ・24427・OI

I2同 同 細 砂 壌 土5・go・70610・67

13同 指 宿 郡 山 川 町 同 砂 壌 土5・31・9389・30

18同 囎 嚇 郡 末吉 町 同 壌 土4・36・47620・72

19同'同 同4・7i038822・64

20同 恒 吉 村 同 砂 壌 土486・6788・07

2r同 同 同4・8ro・342二6・85

23同 同 細 埴 壌 土 ・4・710・2802L23

24同 同 同5・62・6go38・c6

30熊 本 縣 菊 地 郡 西 合 志 村 同 細 砂 壌土4・91L45844・36

31同 同 系田埴 土15・OI・Io416・20

44鳥 取 縣 東 伯 郡 赤 碕 町 同 細 壌 土5・04・62236・43

D.2福岡 縣福岡 市 姪 濱 町 第 三 紀 砂 岩 壌 土3・8L76227・67

3佐 賀 縣 東 松 浦 郡 鬼 塚 村 同 頁 岩 細 壌 土3・go・9488・26

4島 根 縣 簸 川 郡 今 市 町 第 三 紀 頁岩 細 埴 土4・91・45838・68

5同 美 濃 郡 盆 田町 同 凝 灰岩 細 壌 土4・lI・44020・50

8同 能 美 郡 荒 島村 同 細 埴 土4・80・`〕5018・lo

9神奈川 懸 鎌 倉 郡 大船 町 同 細 砂 壌 土4・go・316H・84

E.3宮 崎 縣 東 諸縣 郡 北 川 村 中生 層 砂 岩 細 埴 土3・8332024・74

4同 富 高 町 同 埴 壌 土4・04・06027・06

11和状 山縣 日高郡 藤 田村 同 同3・90・6i85・z6



12和状 山縣 日高郡 丹 生村 中 生 層 砂 岩 埴 壌 土4・8i・06021・03

F・1熊 本 縣 葦 北 郡 佐数 町 古 生 層石灰 岩 同5・60・86015・33

2同 同 千 枚 岩 砂 壌 土6・3L65824・04

4同 同 硬 砂 岩 埴 壌 土4・15・44418・45

5大 分 縣 北 海 部 郡 津 久 見町 同 砂 岩 細 埴 土4・70・71810・(》5

7愛 媛縣 上 浮 穴郡 弘型 村 同 硅 岩 砂 土5・60・40811・22

⑩ 島根 縣 美 濃 郡 吉 田 町 同 硬 砂 岩 細 埴 土4・64・6206・75

12兵 庫 縣 氷 上 郡吉 見 村 同 硅 岩 埴 土4・24・i8010・98

13和状 山縣 那賀 郡 龍 門村 同 千 枚 岩 埴 壌 土3・80・52625・27

G.5愛 媛 縣 八 幡 ケ濱 市 石 墨 片岩 壊 土4・30・20417・14

6同 上 浮 穴 郡 弘 型 村 同 砂 壌 土5・3・ ・9。8・ 。・78

7同 父 二 峰 村 緑 泥 片 岩 埴 壌 土5・Io・8185・21

H.竃 鹿 兇 島縣 日置郡 串木 野 村 安 山 岩 細 埴 壌土4・30・60833・29

3熊 本 縣 天 草 郡 富 岡町 石 英 粗 面 岩 同4・oo・53412・84

4大 分 縣 宇 佐 郡 四 日市 町 安 山 岩 細 埴 土4・24・8925・08

8山 ロ縣 大 津 郡 日置 村 玄 武 岩 埴 土4・83・7162r・27

9同 阿武郡徽 村 族 緬 岩 同4・22・2463。 「

10島 根 縣 邑 智郡 川 本 町 同 埴 壌 土4・31・12811・34

11同 安 濃 郡 佐 比 賓 村 安 山 岩 同5・32・3688・80

12同 通 摩 郡 編 光 村 安 山 岩 同4・go・5382・33

13同 八 束 郡 八 束 村 玄 武 岩 細 埴 土4・02・:362・oo

16兵 庫 縣 氷 上 郡 成 松 町 石 英 粗 面 岩 砂 壌 土5・oo・62ρo・oo

K・1宮 崎 縣 東 臼 杵郡 岩脇 村 石 英 斑 岩 細 埴 壌 土4・22・24423・5r

2佐 賀縣 唐津 市 花 崩 岩 壌 土4・63・OI8痕 跡

4香 川 縣 綾状 郡 府 中村 同 細 壌 土4・go・506同

7廣 島縣 讐生 郡 三 次 町 壬分 岩 埴 壌 土5・o・ ・83222・7・

12兵 庫 縣 養 父郡 高柳 村 蛇 紋 岩 細 埴 土6・60・86810・g3

以 上 の 結 果 を 総 括 して 見 る と楡 土 内 の 沃 素 含 量 は0・00～58・12P・P・m・ 平 均19・94P・P・m・ と

な る 。 板 野,辻両 氏2)の 場 合 に 於 て は0・49～56・53P・P・m・平均7・41PP・m・ と な つ て 居 て 著

者 等 の平均 値 は 可 な り高 い 。 叉 諸 外 國 の 報 告 と 較 べ て 見 る と も そ の 敦 れ よ り も 多い 。 例 へ ば

氏 は の 土 壌 で は0・20～6・50P・P・m,平均3・40P・P・m・ で あ つ た と述

べ 氏 の 土 壌 に 於 て の 含 量 は0.63～12・18P・P・m・ 平 均3・56P・P・m・ で あ

り,氏 の で の 調 査 で は1・46～19・30P・P・m・平均3・765P・P・m・ で あ つ た

SMOLIK 3)
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と報じてゐる。 氏の米國土壌での結果は0・8～16・gP・P・m・平均4・5gP・P・m・で

あ り 氏は猫乙土壌の表土に於ては特に大なるものを脱 くと2・0～2・5P・P・m・となる

といふ。 勿論試料の相異や分析方法の同一でないことから考へて直ちに比較 して多少を論ず

るわけにはゆかないが 著者等の場合にはどの土壌 も可な り多 くを含んでゐたか ら平均値 も從

つて多くなつたのである。

次に是等沃素含量と土壌の 諸性質或は他の含有成分 との間に何等かの關係を持つては居な

いか と云ふことを考へて見る。

 KOHLER 7)

Mc HARGUE 6)

1)地 質系統母岩 との關係

氏 は土壌の 沃素 含量はその 母岩の沃素含量と何等相關々係を もたない と述ぺ,

氏 は 土壌の 沃素含量は例外なくその母岩 よ りも含量の 多い ことを見て ゐる。

氏 も沃素含量は岩石の風化によつて 増加すの ものであると述べてゐる。 板野,

辻両 氏3)の 調査では四紀古暦に屡する土壌が特に平均 値が高 く四紀新暦が之に次ぎ一般に生

成の古い土壌に比べて新らしいものが沃素含量が大 きい傾向があると報じてゐる。 著者等の

場合に於てはどんな結果になるかを調べて見ると次の如 くになる。

SMOLIK  3?

Balks s)

FELLFNBERG B)

第 二 表

沃 棄 含 量(P・P・m・)平均

地 質 系 統,母 岩o～Ir～55～:oIo・vllo20以 上 総点 数 沃 素 含 量(P・p・m)

B・ 洪 積 層

C火 山友質土

D・ 第 三 紀 暦

E・ 中 生 層

F・ 古 生 層

G・ 愛 成 岩

H.火 山 岩

耳 深 成 岩

第二表に見 る様に最 も多 くを含んでゐるのは洪積暦土壌であつて,こ れに伯仲 して火山次質

土がある。更に第三紀暦土壌,中 生暦土壌,古 生暦土壌と続いて ゐる。大体生成時代の順にな

つてゐる点は板野氏等の報告 と一致 してゐる様に見受けられる。 水成岩 を根源とする土壌に



比べて変成岩及び 火山岩深成岩等の火成岩に由來する土壌は其含量は少い様に見られた。

是は 氏等8)が は に比べて沃素含有量は

多いと述べた事實 と照合 して興深 く考へられ る。 猫この表で見ると沃素含有量の

以上の ものが最 も多いことになつて居るので,曇 に板野氏等2)の 場合に於ては1～3P・P・m・を

含む ものが桧土中の44.6%即 ち約牛数 を占めて居たのであつたが,著 者等の場合は全 く槍出

中の約半分 は20P.P.m.以 上 を含んだことになつてゐる。試みに全槍土60点 に対す る比率を

示 して見ると次の如 くである。

FELLENBERG Sedimentgestein  Erstarrungsgesteim

20 p.p.m.

沃 素 含 量'o・-IPP・m.1-eS'P・P.m・5～10P・p・m・Ic～20p・p・m・20p・p・m・ 以 上

比 率%5・05・OI3・330・046・7

2)土 性並に腐植含量との關係

今までの諸研究家の報告を糸合 して見ると最 もこの 土性 と腐植含量 とが 沃度含量には相關

々係が深い様に思はれる。 氏は耕土中の沃素 は大部分腐植質 と結合 し叉無機の膠

質物に吸着されて存在することを述べてゐる し,氏9)等 は 土壌中の 沃素含量はそ

の土壌の沃素分解能 と吸収能 とによつて決定 されるもので,1後者は膠質物の量と沃素の形態に

よつて左右せ られ叉前者 蒐。)は 等の無機鰯媒によるものでこの 含量の多い程大とされ

てゐるが,有 機物が多量に含まれてゐる時は一次的に分解 された ものも二次的にこれ と結合 し

て分解は抑制せられ ると構 してゐる。叉同氏9)は 一般に沃素含量の高いのは豊富な膠質物量

と有機物量 とに並行する傾向を有つて居ることを認めてゐる。 板野氏2)等 も腐蝕含量 と沃素

含量 との間は大体 にに於て前者が大なるものは後者 も大なる傾向をもつ と述べてゐる。叉土性

から見れば 板野2・,其他諸氏の結果 も敦れ も砂土最小で粘土分の増加 する程含量は

多いことを述べてゐる。 氏は 及び の研究から沃度

は主として土壌の細微部分の 及び に吸着され腐植にとむ土壌では全て或は

大部分の沃素は腐植へ結合 してゐると報じてゐる。

著者等は前記の 第一表の結果から腐植含量を10%以 上,10～5%,5～2%12～1%,

1～0.5%及05%以 下と六大別 して共の各々の平均含量を調べて見ると次の様になる。

 KOHLF,R  7)

FELLENBERG

Mn. Fe

BECK it)

Kolloid

SCHARRER

Schlammanalyse

Schluff

Schlamfraktion

腐 植 含 量

平均点数

沃素平均 含量
P・P・m・

10%以 上Io・v5%5～2%2～1%1・vo・5%o・5%以 下

76198155

23.3329.5922。561g・7911・5217・G6



これで見ると大燈に腐植含量の多い土壌には多 く沃素 を含む様に考へられ る・ 勿論土性を

問題外に して腐植含量丈けでの計算であるから 多少の順序に規則正 しい關係のないのは除儀

ないのであらう。次には土性別に して沃素含量を考へて見る。すると次の如くなる。

土 性

平均貼 数

沃 素平均 含量

P・P・m・

砂 土 砂 壌 土 壌 土 埴 壌 土 埴 土

IIo・141718

11.2214.7921.5720.5721・64

是から見ると埴土,壌 士,埴 壌土,砂 壌土,砂 士,の 順に沃素含量はなつてゐて土性順に考

へると第二の壌土 と第三の埴壌土とが入れ替つてゐる外は粒子の細いものを多く含んだ土壌程

沃素含量は多いことになる。

3)土 壌水素 イオン濃度 との關係

土壌の と沃素含量との間の關係に就ては 氏4)は 顯著なる關係なきものs如

しと述べたが,氏7)は 途に一定關係があつて中性,ア ルカリ性側に於ける方が酸性の

ものに比べて含量は大とした。 氏13)等 も沃素の土壌 からの放出は酸性

土壌の場合にあつてアルカリ性では起らぬと稻 した点から見て やはり 氏 説に賛する

ものと考へられる。板野氏2)等 の報告ではpH6・5以 上の もの と以下の もの とに別けると平均

含量はpH6・5以 上のものs方 が大であるとなつて居る。 著者等の使用 した土壌は敦れ も酸

性の ものNみ であるがpHの 債 を四大別 して沃素含量の平均 値とを比べて見ると次の様な結

果 となる。

pH

 KOHLER

SCHARRER

REITH, 12) FELLENRERG

KOHLER

pH

点 数

沃 素 含 量(平均)

P・P・m・

6.o以 上6～55～44以 下

216366

r7.4423.42T8.561g.70

是 か らみる とpH6～5の ものが最 も多い 含量 を示 してゐ るが更にpH5・0を 樟に してpH

5以 上 の もの と以 下の もの とに分 けると平均 含量 はpH5・0以 上 では22,75(P・P・m・)と な る

がpH5.0以 下 では18・72(P・P・m・)と な る。やは りpH徴 の高い 方が沃素 含量は:'f'均して多

いのではないか と思はれ る。



4)土 壌 中の 等 との關係

氏Io)等 は土壌 の沃素分解能は鐵,満 俺等の多い程大 となると稻 してゐる。 叉14)

土壌 中の石次含量は沃素に対して大きな影響があるので 可溶性の沃素化合物を難溶性の石灰

化合物に変へるからである。 著者等はか 玉る点から槍土内の沃素含量と是等の元素含量の間

に何かの關係をもつてゐるかを知る爲に数種の ものに就て行つた分析結果は次の通 りである。

同時に測つたTiの 含量をも併せ示 して見やう。

 SCHARRER

Fe, Mn, Ca, Ti,

土 壌 番 號 沃 素 含 量Fe203%Mn203%CaO%TiO2%

(P・P・m)

C、 。58.・2・ ・.….4・ ・.・3・.。6

BI249.298.140.160・650・8r

C3044.369.560・44t・361・17

C4436.434.160・28-o・62

B334,657.06Traceo・480・lo

CI32.877.140.093・050・26

B529.345.410・121・760・51

D227.674.8gTraceo・470・30

Cg27.rl6.520・172・040・34

CII27.oIr3.990.353・550・80

B218.976.700.070・74Lo3

D818.405.65Traceo・611・34

B716.796.980.T41.200・41

1)38.264.630・100・521・13

C208.075.660.286'600・82

この結果からは何 も傾向らしいものすら認めえない。 勿論 その例も少いから断言するのに

は速い かも知れないが,是 等元素の全含量 とは關係がないので 氏1。)等の 言ふ様に

土壌の沃素分解能に影響するものが あ りとするも其は是等元素の 或種形態にあるものである

か もしれない,精 しくは更に調べて見ねばならぬ。

SCHARRER



総 括

(1)本 邦中部 及び 西部 .各地方 より採集 した 未耕土601中 の沃素含量を電氣櫨による

法 をもつて測定 した。

(2)共 の得たる結果は從來報告されてゐるものより大 きいのである。 即ち槍土60点 中の

沃素含量は平均19.94P・P・m・ であつた。猫検土60中20P・P・m・ 以上を

含む ものは46・7%に 及び,10～20P・P・m・ の ものは30%5～10P・P・m・ のものは13・3%で

0～1,1～5.P.P.m・ を含むものは各々5%宛 であつた。

(3)土 壌を地質別に考へると新 しい時代に起源する 土壌の方が古い時代の もの より平均多

く含んでゐることになつてゐる。 洪積暦土壌火山茨質土壌第三紀暦土壌中 生腎土壌古生暦土

壌の順であ り,母 岩別にみると大盤水成岩に由來する土壌は火成岩に由來するもの より多く含

んでゐることを示 した。

(4)含 有する沃素平均量と腐植含量とは密接な關係がある様で概 して 腐植含量の高い もの

は沃素含量 も多い様である。

(5)士 性別に土壌をわけて平均沃素含量を調べてみると埴土最 も多く含み壌土,埴 壌土,砂

壌土,砂 土の順であつて大腱粘土分の含量の多少と同傾向にある様に考へられ る。粒子の細い

ものが多い程,沃 素含量は多い と見られる。叉同一土性のものでも細い粒子をより多 くもつた

もの 曳方が平均沃素含量は遙に多いのである。

(6)土 壌の と沃素含量はpll慣 の 大きい ものは沃素含量 も平均 して 概 して大 きくな

つて居 る。

(7)土 壌中の 等の全含量 と沃素含量との間には特種の傾向や關係は見 う

けられない。

Closed Combustion

 0.00.58.12 p.p.m.

pH

Fe. Mn, Ca, Ti

追 記 此實験中に奥へられアこ川村教授 の御好意に謝意を表しだい。叉實験の費用の一部は日本學

術振興會の補助に寄つれ ものである。 こ、に記 して深甚の謝意を捧げ ろ。
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ON THE IODINE CONTENTS IN THE  SOLLS

(Resume)

Keizo HIRAI 

Buichiro TAKAGI

   The total contents of iodine in sixty virgine soil samples from various 

parts in the middle and western districts of Japan studied varied between o.co 

and 58.12 p.p.m., average for all the soils 19.94 p.p.m. 

   The clayey soils contained the largest amount of iodine which was followed 

by the loam, clayey loam, sandy loam and sand soil in the order. The soils of 

larger pH contained more iodine on average. The humus content of soil 

appeared to have the correlation with the iodine content. Generaley, if the 

former is rich, the latter also abound. 

   Considering the results from the soil origin, the dilluvial soil contained the 

largest amount and the volcanic ash soil was next. 

   No correlation was found between the iodine content and the total Fe, Mn, 

Ca, Ti contents of the soil.


